
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【１年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計
(入学時除く)

考査料

90,000 70,000 531,000 96,000 627,000 20,000

【２年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

531,000 96,000 627,000

【３年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

531,000 96,000 627,000

・今回改定　あり　なし

・前回改定　　　　　

平成 21 年度

令和５年度の保護者
負担軽減策及び考え方

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業
料及び検定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴ
Ａ、生徒会等、学校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

今後５年程度の保護者
負担軽減計画

　この法人は、日蓮聖人生誕７００年記念事業として本圀寺により設立された。教育基本法及び
学校教育法に従い、宗教的情操の涵養に努める。建学の精神「明知を以て明徳を実践する」を現
代に生かし「傍を楽にする人づくり」をミッションとし、将来の生き方につながる職業観の育成
に努め、国民の資質を向上せしむる教育をおこなう。

　普通科と商業科を有する本校は、人間中心のイノベーション「ひとイノベーション」で優位な
教育機関を目指す。急激な社会変化に対応すべく、多様な可能性を遠心力により強化し、異質の
価値観や異質の文明を流入し求心力を維持していく「創造する空間としての場」となる学校づく
りを展開する。「未来はつくるからオモシロイ」を学校ビジョンとし、キャリア教育・アクティ
ブラーニング型授業・ＩＣＴ活用による授業改革を進め、主体的・協働的な課題発見・課題解決
型の授業をのもと、思考力・判断力・表現力、そして学びに向かう力を育む。令和５年度より、
スポーツマネジメントコースが設立され、従来の特進・総合／文理・マネジメントと合わせて４
コースの時代に合わせた多様な学びを実現している。部活動は、強化指定１０クラブを中心に数
多く展開。特進クラスも部活加入ができる文武両道の環境整備を図る。卒業後の進路先は、国公
立大学をはじめとする大学、短大、専門、就職と多岐にわたる。大学スカラシップ・ガイダン
ス・マンツーマンカウンセリングといった独自のキャリアサポートにて、生徒の進路満足度１０
０％を目指す。「利他精神」を軸に、生徒一人ひとりに、寄り添い、面倒見の良い、保護者の皆
様からの信頼を得る地域に根差した学校であり続ける。

令和５年度保護者負担軽減策は、国内修学旅行の実施（令和元年度入学生より、6年間の海外修学
旅行の経験から国内へと転換）により、高騰化する修学旅行代金を\170,000から\100,000に引き
下げ費用軽減を図った。また、長期休暇中の大学進学講座の受講費・教材費の無料化、校外にお
ける宿泊学習を廃止（費用約\25,000削減）している。これまでの進学ノウハウの蓄積と同時に、
校内での大学進学講座を拡充させ、本校施設の完全活用により現役大学合格を実現している。こ
れにより、夏期休暇中の学習合宿の廃止。ほかにも、新制服にともなう価格改定など、今後も積
極的に負担軽減策を進める。
【本校・本学園の学費減免、奨学金の負担軽減策】
①奨学金制度：学業特待生制度、部活動特待生制度（全額免除、半額免除）
②「明徳学園創立記念奨学金」給付型（7万円×45名、12万円×3名）
③「島正博奨学金」給付型（20万円×3名）
④「川口博奨学金」給付型（10万円×3名）
⑤兄弟姉妹学費減免
⑥立正育英会

コロナ禍における経済不況、景気回復が実感できない状況下の中、保護者負担の大部分を占める
授業料については、引き続き、京都府内の私立高等学校の平均授業料を下回る状況を実現する。
授業料以外についても、短期・中期的に保護者負担削減策の追加策定に取り組んでいきたい。

建学の精神

本校の特色及び
将来展望

・令和５年度納付金

　これまでも、本校の授業料については、京都府内の私立高等学校の平均授業料を下回るように
設定している。この背景には、日本経済が景気回復基調にあるとはいえ、多くの一般府民の経済
状況が好転していない状況がある。この状況を勘案し、今後も平均授業料を下回るように設定し
ていくと同時に、①長期休暇中の大学進学講座の受講費・教材費の無料化、②修学旅行を海外か
ら国内への転換による、旅行費用の引き下げなど、全体的な保護者負担の軽減を目指した取り組
みを行っている。また、授業料に関係なく、従来以上の良質なサービスを提供できるよう精進し
ていく。

（５）

・今後の納付金に
対する考え方

※学科やコースによって
納付金に差異がある場合
は最低額を計上。

（４）

教育内容、施設整備の
改善・拡充等の状況

京都明徳高等学校

（６）

（１）

（２）

（３）

京都市西京区大枝東長町３－８

０７５（３３１）３３６１

【教育内容】未来の創り手となるために必要な資質・能力（主体性・協働性・創造性）を確実に備える
ことのできる学校教育を実現する。中でも、校舎内Wi-Fi環境整備、教室内にプロジェクタ常設、学習
用動画コンテンツ配信など、ＩＣＴ(情報活用)教育に力を入れる。使用媒体は、生徒個人のスマート
フォンを利用することで、タブレットやノートＰＣの新規購入の費用を抑える。
　京都市内唯一の経営・経済系列の専門学科設置校の特性を活かし、普通科でも「大学の経営学・経済
学の学び」「パソコン・簿記」といった資格取得にも力を入れる。専門学科では、国公立大学・難関私
大など多くの生徒が、上級資格を利用した大学進学を実現している。令和５年度より、新たに専門学科
スポーツマネジメントコースを設立。ビジネスの視点でスポーツ振興に貢献する人材育成を目指す。文
部科学大臣表彰を受賞したキャリア教育を軸に「大学現役合格」「就職率100%」とすべてのニーズに応
える進路実現を果たすと同時に、逞しく社会で活躍できる「学校づくり・人づくり・教育づくり」を目
指す。
【施設整備】平成28年度から、トイレの洋式化、体育館屋根の補修、学園ホール空調の更新、コン
ピュータ教室のパソコン等の更新、全ホームルーム教室に壁掛けプロジェクタとスクリーンの設置、人
工芝グラウンド整備、校内Wi-Fi環境整備、北大路エリアスクールバス、伏見・中書島エリアスクール
バス、食育に力をいれる食堂リニューアル、コンビニエンスストア自動販売機設置、ＨＲ教室・体育
館・校舎内ＬＥＤ化、ＰＣ教室リニューアルを実行した。コロナ禍における感染対策として、自動検温
器の複数設置、オンライン授業環境整備も実施した。令和５年度は、昨年に続き、トイレのリニュ－ア
ルを順次実行していき、学校生活の環境整備を最優先に計画実行していく。


